
山形県が「雪対策協議会」を組織しており、毎年、視察研修を行っている
・当該年度供用予定の「院内道路」の完成により、秋田・山形県境付近の安全性の向上に着目
・本協議会の会長は新庄市の山尾順紀文市長
・東北中央道の早期の整備促進を目指し、様々な活動も展開しており、今後の展開に期待

◇ 開催日： H28.09.28（水）
◇ 参加者： 山形県雪対策協議会の「雪対策セミナー」の一環

協議会の委員計１６名＋随行者が参加
◇ 主 催： 協議会事務局（新庄市都市整備課雪対策室）
◇ 内容等： 「院内道路改築事業」見学

《院内道路改築事業を見学したときの状況》

■山形県雪対策協議会が主催する「雪対策セミナー」で見学会を開催
（当該年度供用予定の「院内道路」を、協議会メンバー１６名が見学）

<湯沢>現場見学（06）

▲本体工事完了のトンネル抗口で、事業全体の説明 ▲トンネルの非常警報その他の施設の説明 ▲明かり部での構造等について説明



H28.09.28 当該年度供用予定の「院内道路」を山形県雪対策協議会委員１６名が見学

◇ 山形県雪対策協議会は毎年「雪対策セミナー」を開催し、視察研修等を実施している

<湯沢>現場見学（06）

▲院内道路の概要や整備効果等について説明 ▲院内道路の概要や整備効果等について説明 ▲院内道路の概要や整備効果等について説明

▲院内道路の概要や整備効果等について説明 ▲院内道路の概要や整備効果等について説明 ▲院内道路の概要や整備効果等について説明


